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創¬1にあたって ′′“″″・″′″″′″―′～″′″′″～1

会長 ―番 ヶ瀬康子

いよいよ朝L道に乗 った利、たちの会のニュー

ス第 1号 を`お lrliけ いたします .

『
・
科学が人類の将来 におおきな影響を及ぼ

すよ うになった今 日, 女性が,科学 に対して

男性 同様に責任を負 うべきであると考え,ま

た, 負いたいと希望す ることは当然 である。

そ tノ て,多くの女性が科学研究に参加するこ

とに よ って,科学 の 一層の発展 が 期 待され

る。 』 と |'女 性科 学 研 究者の環 境 改善の緊

急性 についての提 言 (声 明)」 (第 15期 :

日本 学 術会議総会決 定 )の なかに記 されてい

障な どをはじめとして,諸条件がよ りいっそ

う改善 されますことを藤買い, この会は発足い

たしま した

ニ ュースレターιま, 会の活動報告 ,会員の

紹介 , 情報交換などをより推進す るために,

発刊 されたものです。大いに,活用 tン ,皆さ

まのお力で,会を盛:り 上げていただ きたいと

… … お 知 ら せ な一

☆ 謝ノで筋郎 勉強会

女性研究者の今後へ の期待
―これまでの研究をぶ、まえて一

日時  1995年 11月 4日 (■.)15:00～ 17:00

場所  お茶の水女子大学附属図書館第 2会議室
(地下鉄九の内線著荷谷駅又は有楽町線護国寺
駅 ド車it歩 5分・, 春 日滋りの門から入る)

内崎F 15:00～ 16:00

お話  『婦人研究 者
・の ライフサイ クル調査研究

(昭和57‐ 59)』 を六、まえて

猿橋 勝 子氏 (jι 日本学術会議会員)

坂東 昌 TF‐氏  (愛知大学 )

16100～ 17:00 言寸議

女性研究者の現状と課題について1982～84年にかけ

て具体的に調査なさった成果 と今後への期待について

のお話を伺い,その_Lで多様な立場からの意見の交換

をして,前向きで建設的な時間を過 ごしたいと存 t,ま

す.友人をお誘いになっても、る ってご参加下さいませ.

なお,猿橋勝子・塩田庄兵衛編著「女性研究者 尋 ゆヽ

みと展望」(ド メス出版),坂東 昌子ほか『女性 と学問

と生活」(勁草書房),加野芳正『アカデミック・ ウ ーマ

ン」(東信堂)が参考になると存 じます。

Л f"惚 代表    一番ヶ瀬 康 ■1

班期究フ
゜
ロシ

゛
ェク泄訊  浅 倉 む つ も■

加 藤 春 恵 千

直 井 道 千

馬 場 房 千

原  ひ ろ 千

お問い合わせ先 :お茶の水女子・大学女性文化研究センター

原ひろ子研究室 Te1 5978-5843, hx 5978-5845

☆ シンポジウム

「女性科学研究者の環境改善をめざしてJI

主催  日本学術会議第2常置委員会
共催 女性科学研究者の環境改善に関する懇`淡会

日時 1995年 12月 15日 (金)13800～ 16830

会場 日本学衛会議講堂,TEL(03)3403-6291
(東京都港区六本木7-22-34,地下鉄千代田線

「乃木坂」駅下車,青山霊園方面出口徒歩 1分 )

===プ ログラム
ー

開会挨 拶  中塚 明  (:導
墓評

会議第2常置委員会

挨  拶 伊藤

総合司会 丹羽

正男 (日 本学術会議会長)

雅亀査襲孝瑛聾雀警庸留肇無褒髪)

淳子基顕ド例琵建築諾増戯贔)

鳥居

「女性の理 工系分野への進 学 とその背景

一大学婦人協会の調査か ら一」 田中 正子
(東京工業大学資源化学研究所助手 )

「女性科学研究者への期待 」 猿橋 勝子
(元日本学術会議会10

1女性科学研究者の環境改善に対する期待 _|

原 ひろ子
(文化人類学,民俗 学研究連絡委員会委員 ,

お茶の水女子大学女性文化研究センター教授)

[自 由討論 ]

シンホ
゜
シ
゛
ウム司会 一番ヶ瀬 康 11

(前 日本学術会議会員,社会福祉。社会保障研
連絡委員会委員,東洋大学社会学部教授 )

Ffl会挨拶        島Ell淳子
(日 本学術会議第6部会員 .

お茶の水女子大学生活科学部教授)

入場無料 皆様のご参加 をお待ちしています。
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【第 1回 調 査 プ ロ ジ _t_ク ト

部 会 報 告 】

浅倉 むつ子

195年 7月 15日 (土 )に第1「lllの 調査プロジェク ト部会

が,お茶の水女子大学で開かオし, 22名 中18名 が出

席されました。超ご多忙な方 々が多いにもかかわ

らず,盛会でま喜しい限りでした。部会のメンバー

については庶務報告をご参照
~ド

さい.内容はつ ぎ

の通りです。

12時～3時 :調査研究に取り組む今後の方針 :こつい

て

13時～5時 :先行研究について の勉強会(役員 会 と

合 同 )

報告(浅倉 むつ子+原ひろ子 )プラス討論 (全員)

1今後の調査研究 に関して,参考 になる多くの ご意

見が出されま した。主だった ものを以下にご紹介

ヒノます.

現段階での調査はポイン トを しばって提1言 ,こ ま

で持ち込む必要がある/研究者の世代間ギャ ップ

に注目したい/先行調査の繰 り返しではな く具体

的な行動を起 こさせるような調査を/大学内のセ

クシャルハラスメントにも関心を払い具体的な苦

情処理機関を/結婚,出産と研究との両立の問題

/戦後50年をにらみ,女性の研究が学問に与え

た影響について分析,評価しておくべき/社会環

境を変える必要がある/すべ ての学問分野を網羅

しているこの懇談会の特徴を生かすべき/女性の

中だけで固まらないことも重要/調査をするのな

ら問題意識が喚起されるような ものを/大学単位

の調査ではな く,学会単位の状況をみるような調

査/動態的に変化をたどれるよ うなものを/女性

研究者自身の意識の問題も忘れるべきでない /研
究者を志して途 中でドロリ′プアウトした人達 にも

配慮すべき/男女を対象にした調査/業績主義の

見直しも必要//業績審査基準 について外国の例を

参考にできるの ではないか,等 .々

9月 半ば以降, 文部省の科学研究費を申請する こ

とを確認しま した.上記の意見を参考にしなが ら,

部会の世話人 (浅倉十加藤1直井 十馬場十原)を中心に

書類を作成してゆく予定です .

部会が入手している参考文献の リストは以下の通

りです.欠落 している情報をお知らせ下さい .

(1)京都婦人研究者連絡会『 I女`性と学問と生活 ―

婦人研究者のライフサイクル資料編』(1981年 10

月 ),(2)坂東昌子 ほか『女性と学問と生活1(19
81年 11月 勁草書房 ),(3)『婦人研究者のライフ

サイクル調査研究 報告 I』 (1983年 10月 ),(4)

『婦人研究者のライフサイクル調査研究 資料 I』

(1983年 12月 )(5)『婦人研究者のライフサイクル

調査研究Ⅲ 報告 1』 (1984年6月 ),(6)『婦人研

究者のライフサイ クル調査研究Ⅳ』 (1984年6月 ),

(7)『婦人研究者の ライフサイクル調査研究V』

(1984年 8月 ),(8)『婦人研究者のライフサイクル

調査研究[参考資料 ]―女性と科学研究―未来への

提言』 (1985年 1月 ),(9)猿橋勝子・塩田庄兵衛編

著『女性研究者―あゆみと展望』(1985年 7月 ドメ

ス出版),(10)加野芳正『アカデ ミック・ウーマ

ン』 (1988年 東イ言堂 ),(11)お茶の水女子大学女

性文化研究センター「女性研究者と社会変化」研

究プロジェクト『 女性研究者現状調査・1991
最終報告書』(1991年6月 30日 ),(12)お茶の水女

子大学女性文化研究センター『ライフコースの多

様化の時代の大学教 育と女性』 (1994年3月 ),

(13)池田裕恵「女子高等教育の軌跡 と展望 ―日本

とアメリカの比較的視座から」英和人文社会科学

論集 No.9(1994),(14)安り|1悦子「科学研究にお

けるジェンダーの問題―女性科学研究者の環境改

善の緊急性についての提言」 (日 本学術会議・声

明)をめぐって」名古屋市立女子短期大学研究紀

要54集 (1995),(15)安川悦子「逆計t科学とフェ

ミニズムージェンダー偏在とジェンダー偏見の構

造」生活文化研究第 6集 (名古屋市立女子短期大学

生活文化研究センター 1995).

【庶 務 報 告 】
石井摩耶子
島田淳子

1994_12.19 発起人 会開催.

一番ヶ瀬康子 (前会員,現研連委員)および

島田淳子 (現委員 )が呼びかけ人 になり,両名

にカロえ,各部世話 担当研連委員各 2名 および副会

長世話担当研連委員 l名 の17名 による発起人会を

開催 し,「女性科 学研究者の環境改善に関する

懇談会 (仮称)Jの 創設を決定 した。

1995_1_5 第1回総会 (設立総会)開催 .

「 女性科学研究 者の環境改善に関する懇談会」

が正式に発足.研連女性委員82名 , 日本学術会

議会員経験者4名 , 計 86名 の対象者の うち約半数

の39名 が出席し, 会則および役員組織,今後の

活動等について協議 し,以下の事項を決定した。
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0会の名称 「 女性科学研究者の環境改善に関

する懇談会 」

1組織  全女性研連委員 (予定 )

学際的女性科学研究者 の広範囲にわ たる

ネットワー クが形成され るのは,我が国にお

いても初めてのことである。

1活動目的 第 15期の提言の趣 旨を受けて, 女性

科学研究者 の環境改善を推進するため,女性

科学研究者 自らがその具体的方策等につ いて

検討する。

1会則 目的, 事業内容=役員および運営な どを

明確にするため裏面のよ うに会則を決定 .

1役員会組織  会長一番ヶ瀬康子 (前会員, 現

研連委員)他,役員を選出 した。(別 紙名

簿*印 )

1行動計画 女性科学研究者 自身が何をなすべ

きか,具体 的な行動計画 と組織づくりにつ

いて検討を行った。今後 も会員の意見を聴

取しながら役員会で取 りまとめ,提案の形

で次回の臨時総会に諮ることとした。

1995.1.20 設立総会の議論を受けて,「女性科学

研究者の環境改善に関する懇談会」のあ り方

についての アンケー トを実施することと した.

1995.3.30 ア ンケートの集計を基に臨時総会への

提案事項等 について協議 した.

1995.3.30 第2回総会 (臨田寺総会)開催.

アンケー ト調査の結果 に基づいて協議を行

い,以下の事項を決定 した。

興

1.日 本の女性科学研究者の現在の環境に関

する学問分野ガ1の調査およびその改善方

策の研究 .

2.女性科学研究者の環境改善に関するシン

ポジウムを今年12月 を 目途に開催す る .

3.ニ ュースレターの発行 .

動

会の英語名 (略称)を Ja“ nese Associat ion

for the lmprovement of Conditions of Women

Scientists(J AICOWS)と す る。

1995.5.2第 2回役員会開催.

会の活動の方法について具体的な協議をし,以

下の事項を決定 した .

1.学術会議第2常置委員会・研究者の養成・確

保と教育特別委員会合同学術研究総合調査

の調査項目に, 女性の視点を加えるよう申

し入れる。

2.本懇談会独自の調査研究の費用を得るため ,

平成8年度に向 けて文部省科学研究費を申請

する。

3.シ ンポジウムを 1995年 12月 15日 に開催する .

4.調査研究プロジェクト部会 .

1月 に実施した アンケート調査への回答で ,

調査研究に参カロする意志を表 明 した人々を

中心に,調査研究プロジェク ト部会を発足

させることと し,世話人は浅倉むつ子・加藤

春恵子・直井道 子・馬場房子・原 ひろ子の5人

が当たることと した。

1995。 7.15 第1回調 査研究プロジェク ト部会.

メ ンパーの確認 .

浅倉むつ子・池 田裕恵0石井摩耶子・一番ケ瀬

康子・岩崎芳枝・垣本由紀子・加藤春恵子0木

野内清子・玄番 央恵0小島操子・島田淳子・島

村礼子0下村道 子・田端光美 e土器屋由紀子 0

鳥居淳子0直井 道子・永井玲子・丹羽雅子・馬

場房子・原ひろ子・森島啓子 .

1995。 7.15調査研究 プロジェク ト勉強会開催

9月 中旬に科研費の申請を行 う件を協議.先行

研究の紹介(浅倉むつ子・原ひろ子 ).

1995。 7.15第 3回役員会開催.

今後の活動につ いて具体的に協議 `

ニ ュースレター第 1号を1995年 9月 15日 に発行

することを決定 .

女性科学者の環 境改善に関す る懇談会
Japallese Association for the lmprovement
of Conditions of Wolnen Scientists)

【連絡先】 島田淳 子

〒H2文京区大 塚2-11.
お茶の水女子大 学生活科学部

Tel:03-5978-5761, Fax:03-5978-5760.

3-
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「女性 科学研究者の 環 境改善に関す る懇談会」会 貝1

1995年 1月 5日  総会決定

(名 称 )

第 1条  本会は「女 性科学研究者の環境改善に関する懇談会」 と称する.

(目 的 )

第 2条  本会は日本 学術会議第 15期 の「女性科 学研究者の環境 改善の緊急性 についての

提言 (声 明)」 の趣 旨を受けて ,女性科学研究 者の環境改善 の より具体的な推進のため ,

女性 科学者自らが その具体的方策 等 について検 討することを 目的とする。

(事 業 )

第 3条  本会は,前 条 の目的を達 成 するため, 次 の事業を行 う。

(1)女性科学研究 者の環境に関す る実態調査

(2)女性科学研究 者の環境改善 に関する討議 と提言・要望

(3)女 性科学研究 者 自身が行 うべ き実践課題 の検討

(4)そ の他本会の 目的を達成す るために必要な事業

(組 織 )

第 4条  本会は日本 学術会議研究連絡委員会女性 委員,そ の他 必要に応して適 格者を会員

と して組織する .

(役 員 )

第 5条  本会に役員 として会長 1名 ,副 会長 2名 ,幹事若干名 ,監事 2名 を置 く.

2 役員は総会 に おいて選出す る。

(役 員 の職務)

第 6条  会長は本会 を代表して会務 を統轄し,総会および役 員会を招集する。

第 7条  副会長は会 長を補佐し, 必 要な場合には その職務を代行する.

第 8条  幹事は日常 の会務を執行す る .

第 9条  監事は会務 執行および会計状況の監査 を行 う.

2 監事は他の役 員を兼ねるこ とができない .

(役 員 の任期)

第 10条  役員の任 期は三年とす る。

(総会 )

第 11条  総会は毎 年一回定例総 会を開催ヒノ,必要に応じて臨時総会を開催す る。

2 総会は会長が これを主宰す る。      .
第 12条  総会の議 決は出席会員 の過半数を もって決する.

(運 営 )

第 13条  本会の運 営経費は会員 の会費,寄付金 その他の収入 を もってこれ に充てる。

会費は男ll lこ 定める.

(そ の他 )

第 14条  本会則 の 改訂は総会の議決を経る。

付則  本会則は決 定 と同時に施行す る.

-4-
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JArCθ WS 4L力 軍  (1995.8.20)

文U曝,騨

社 会法

体 力

蚕 糸

体 育

東 洋

島田淳子

島村 礼子

雫羅 写
蘇 辞
嵩聯 患
臨 轟
識 欝

丹羽雅子

原ひ ろ子

春山成子

馬場 房子

日野 J:1静枝

藤井構子

増田啓子

水野紀子

主薯 農

嘗栄臭び享

暴露善学

輸 鮮

島百幾客手

績占議写

編肺募笙翻)

苦痕実学

書LT藉享

笠
う
鶴

6  広報,敷 お茶の2К女子大学生活科学部

教授

l 語学   津田塾大 学学芸学部教授

6 家 政   大妻女子 大学家政学部教授

6 微 生物  東北薬科 大学薬学部教授

7 内分泌  東京女子 医科大学教授

1 福 祉   日本女子 大学人間社会学部教授

4 勁 (麟) 地質調査 所地殻化学部同位体地

学課長

3 鶴鮮   日本女子 大学家政学部教授

2 國罰職  成城大学 法学部教授      *

6  自然保覆 気象庁気 象大学校教授

6 家 政   山梨大学 教育学部教授

1 社会   東京学芸 大学教育学部教授

7 化・物薬 千葉大学 藁学部教授

6 農業総合 東京農業 大学嘱託教授

6 家 政   相模女子 大学短期大学部教 授

4 植 物   大阪大学 理学部教授

6 土 壌   東京大学 大学院農学生命科 学

研究科助 手

6 微 生物  千葉大学 真核微生物研究センター

感染研究 部門教授

5 戯,熱鎌雛)奈良女子 大学生活環境部教 授  *

1 文化人類 お茶の水女 子大学女性文化   *
研究センター教授

6 農業土木 早稲田大学教育学部講師

1 行 動   酬 亜大 学経営学部教授

4 科 学史  拓殖大学 商学部助教授    保

7 毒    帝京大学 医学部薬理学教室教授 *

6 地域晨学 知 立環境 研究所地球環境研究

ク・ル～フ・ 主任研究員

名古屋大 学法学納 授

大阪大学 工学部教授

日本女子 大学学長・理事長   *

国立遺伝 学研究所教授

奈良女子 大学生活環境学部教授

恩賜財団母子愛育会総合母子

保健セ ンター保健指導部長

国立環境 研究所主任研究員

東京経 済大学経済学部教授

大正大学 人間学部教授

農林水産 省農業者大学校特別委員

上智大 学理工学部講師

氏  名 部名  研連 所 属
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立教大学 文学部教授

東京都立大学法学部教授    *

東京大学大学院総合文化研 究科教授

青山学院女子短期大学家政 学科教授

東洋英和 女学院大学人文学 部教授

東京外国語大学アジア・アフ リカ

言語文化 研究所教授

恵泉女学 園大学人文学部教 授  *

東京都立大学都市研究所客員研究員

防災科学技術研究所地圏地 球科学

技術研究部地震活動研究室 長

東洋大学 社会学部教授     *

電気通信大学電気通信学部教授

郡山女子・大学家政学部教授

駒沢大学文学部教授     1

日本女子大学理学部教授    *

宇都宮大学教育学部教授

専修大学 文学部教授

北海道大 学薬学部教授

東京工業大学工学部助教授   *

東邦大学 医学部教授

大阪大学 理学部講師

日本女子体育大学体育学部 教授

防衛庁航 空医学実験隊部長

東京農業 :大学農学部教授

共立薬科大学教授

大妻女子大学家政学部教授

横浜市立大学医学部教授

奈良教育 大学教育学部助教 授

お茶の水女子大学文教育学 部

助教授

龍客大学社会学部教授

関西医科大学教授

九州大学大学院上ヒ較社会文化

研究科教 授

青山学院大学文学部教授

聖路加看 護大学教授      ホ

名古屋大 学理学部教授

順天堂大学医学部教授

放送大学教養学部教授

二重大学 医学部教授

国立国会 図書館科学技術資料

課長

(専門)

加藤春恵子  輸員 (社会学) 東京女子大学教授

猿橋勝子  組   (地劇暉)女性化学者に明るい未来をの会

専務理事

林 雅子  船員 (家政学) 文化女子大学教授

安川悦子  隠   (経済学).名 古屋市立大学教授

石井摩 耶子

石り‖幹子

石 田 瑞穂

・一番 ヶ瀬康子

岩 崎不 二子

岩崎 芳技

漆原 和子

大隅 正子

大谷 陽子

太 田 陽子

笑環富撃

大野 濠

大本美粥子

力も1竃鼻ニ

加賀谷淳子

垣本 由紀子

川端 晶子

鍛 鱗

栞露ス雷字

善ぎ惑夫享
朱杵賀蜀享
業質商写

桑原洋子

玄番央恵

月ヽ池裕子

古賀節子

′Jヽ島操子

郷  通子

酒井 シヅ

酒井豊子

坂倉照好

序 組

重定南奈子

篠塚則子

尉 平和問題

5 都市地域

4 地震

み
み
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福祉

結 晶

家政

地理

植物

家政

第四紀

生化学

韻 ,鋼

(麺・輌 )

環 境保健

遺伝(遺肝 )

体 育

安 全

栄 養

医 薬

家 政

生 理

体 育

人文地理

1 福祉

7 生理

4 第 四紀

1 教育

7 精神

4 分子

7 医史

6 家政

4 細胞

鵬 冊 (照 )

2 民事法  ‐

3 量子力囁慶(毅 )

1  心理

4,6  遺伝,1憾瞬

6  家政

7  出生

4  極地

2  環境法学

1  福祉

6  農村計画

4  1服,幌(■ )

4 生態   奈良女子大学理学部教授

5 環境   東京大学生産技術研究所助教授


